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長　沼　　毅
生物圏科学研究科

准教授生物圏科学研究科　長沼研究室訪問

生命の起源を求め、
極地や深海などを調査

筑波大学大学院生物科学研究科博士課程修了。海洋
科学技術センター研究員、米国カリフォルニア大学サン
タバーバラ校客員研究員を経て、1994年本学生物圏
科学研究科助教授に就任。2007年から現職。専門は
生物海洋学・微生物生態学。砂漠、南極、火山などの
極限環境に生きる生物を探し、世界を駆けまわる研究生
活を送る。博士（理学）。

※各研究室の皆さん！ 紹介したい先生を広報グループに推薦してください（連絡先は、P18を参照）。※各研究室の皆さん！ 紹介したい先生を広報グループに推薦してください（連絡先は、P18を参照）。※各研究室の皆さん！ 紹介したい先生を広報グループに推薦してください（連絡先は、P18を参照）。

教養教育の新カリキュラムが開始
　平成23年度から、教養教育が新しくなりました。平和科目の必

修化をはじめ、TOEIC600点相当の英語力を身に付けるための

ウェブを利用した自分一人で勉強できる英語科目の開設、アラビア

語の開設などです。情報科目も近年の情報に関する事件や倫理上

の問題などに対応し、最新の内容に改訂しました。また、パッケージ

別科目は、区分が9つから5

つに再編され、内容も精選さ

れました。

　専門教育に比べて、教養

教育は学習する意義が分か

りにくく、意欲的に取り組めないという意見も多いと思います。そこ

で、広島大学教養教育本部副本部長の於保幸正教授（総合科

学研究科）にお話を伺いました。

　「いろんな人とコミュニケーションを取って、

自分の意見をきちんと言える学生を育てるこ

とが教養教育の狙いです。専門教育の初

歩だけでなく、学問について幅広く学ぶこと

で、物事を多角的に捉え、批判的思考で自

ら考え、判断する態度が養われます。この理

解を促すために、入学後の教養教育ガイダンスには力を入れていま

す。学生の意見を取り入れたパワーポイント資料も作っています」

　自分が学生の時も、教養の授業には意欲的に取り組めなかった

と苦笑いを浮かべる於保先生は、授業を行う立場となった今、学生

がもっと授業に参加できるよう工夫を凝らしています。学生の近くに

行って話したり、質問を紙に書いてもらったりと、学生が参加しやす

い授業を心掛けているそうで

す。

　「新しい物事や考え方を

吸収し、自分で考えることは、

社会に出ても必要なことで

す。新カリキュラムでは履修

単位など多くの点が変わっていますので、新入生の皆さんは、先輩

たちの話をうのみにせず、批判的思考で自ら考え、判断してください」

　自分で考える力を身に付けるためにも、授業には意欲的に参加

すべきだと思いました。

取材・記事/総合科学部2年　藤原　美貴　

　　　　　   ボランティア報告
　こんにちは。HU-style学生スタッフの

武林賢朋です。4月26日から30日まで、

宮城県七ヶ浜町で震災復興支援のボラ

ンティアに参加しました。11歳まで宮城

県で過ごした僕にとって、故郷が被災地

としてテレビ報道されるのは、他人事ではありませんでした。「故郷

は、今どうなっているのか?」大学生協主催のボランティアに参加し

て、現地で感じたことをリポートします。

　初日、バスから見る風景は、想像を

超えるものでした。比較的被害の少な

い仙台市内から、瓦礫で埋まる沿岸

部の七ヶ浜まで、車で1時間弱。その

差に愕然としました。

　主な活動は、家屋の泥出しや、支援物資の仕分け・配給、ニー

ズの聞き込みなどです。住宅を一軒一軒訪ねての調査で、ぽつりぽ

つりと本音を話してくださる被災者の方たち。中には「うちは大丈夫

だ。何も困っていなくて申し訳ない」と言ってくださる方もいました。そ

んな時は「何もないのが一番です。良かったです」と答え、被災者の

方が萎縮しないように気を付けました。一日が終わると、メンバー全

員でミーティングを行い、翌日以降の改善につなげていきます。

　大学生協ボランティアは、メンバーを入れ替えながら継続して行っ

ています。5日間のボランティアで分かったのは「一人にできること

は限られるので、それをつないでいくことが大事」ということ。支援が

振り出しに戻ることのないように、自分たちの知り得たことをできる限

り後任のボランティアに伝え、宮城を後にしました。

　人々の心の復興には一人一人のペースがあり、それは長い時間

を要するものです。西日本に暮らしている僕たちは、「がんばろう」と

単にせかすのではなく、長い目で見守り続け、必要とされるときに必

要な支援していきたいと思います。

取材・記事/法学部3年　武林　賢朋　

はやりのネタや時事問題、ちょっと気になる先生など、
あなたの「知りたい」を学生取材班が調べてリポートします。

学生取材班が行く

生命から地球の起源に迫る
　「深海魚は、なぜ深海に生息するようになったのか」長沼先生は、授業では、生物を

切り口に海洋を学ぶ海洋生物学を教えています。研究は、フィールドワークを通じて、深

海など極限環境の生物の特徴を調査することが中心です。

　「シーラカンスなど、生物進化の生きた化石のような生物に出くわすこともあります」

と、研究の魅力について、目を輝かせながら話す姿が印象的です。専門は生物学です

が、関心は生命学にも広がっており、生命を考えることで、地球、果ては宇宙の起源ま

で迫ろうと世界各国を訪れています。

アルバイトに明け暮れた大学生活
　「理屈っぽい学生だった」と昔を振り返る先生は、子どものころから生物学が大好き

で、筑波大学の生物学類に進学したものの、「自分の興味とは少し違う」と感じていた

そうです。新聞配達や喫茶店のアルバイトに励み、小学校から高校まで続けた柔道の

経験を生かして相撲部で汗を流すかたわら、毎日のように古本屋に通い、哲学の本ば

かり読む学生だったといいます。

学び舎は世界のフィールド
　この春、南極から帰ってすぐ、生物生産学部の練習船「豊潮丸」で、約2週間、瀬

戸内海を調査しました。一度調査に出掛けるとしばらくは戻れないため、学生とはメール

でのやりとりを密にして、研究指導をしているそうです。「調査は、肉体的には大変です

が、そこから得られる知的好奇心は何にも変えがたいですね」と話します。

　極地や深海など、人間にとって過酷な環境に身を置くことが多いものの、大変な仕

事と思ったことは一度もないそうです。

愛用品はフィールドで使うスキットル
　先生の研究室を案内してもらいました。研究室にあるこだわりの物はスキットル。ウイ

スキーボトルやヒップフラスコの別名でも呼ばれる、携帯用の水筒です。中に現地の酒

を入れ、フィールドワークの際には必ず持参しています。一息つきたい時にポケットから

取り出して飲むのが、至福のひとときといいます。

　また研究室には、ダンボール箱が所狭しと積まれていて、フィールドワークでお世話に

なったという宮城県の方へ送る、東日本大震災の支援物資が集められていました。

学生の芽を伸ばしたい
　先日、資料を整理していたら、14歳のころのノートが偶然出てきたそうです。「読み返

してみると、授業と無関係のことを興味の赴くまま書きこんでいた中学時代を思い出し、

学生の芽を伸ばすことが重要だと、あらためて思いました」

　普段から自主性を尊重する指導スタイルを貫き、来る者は拒まずという先生は、「やる

気のある学生の背中を押してあげたい」と語ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  取材・記事/総合科学研究科D1年　河内　良彰　

愛用のスキットル

顕微鏡で微生物を観察フィールド調査
（サハラ砂漠にて）

キャンパスで採取した
酸化鉄。
鉄と生命の関係にも
注目。
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お話を伺った於保先生
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